
「アジア No.1 航空宇宙産業クラスター形成特区」の区域の拡大について 

 

１ これまでの経過 

◎ 平成２３年９月９日 第１回アジア No.1 航空宇宙産業クラスター 

形成特区推進協議会 

愛知県、名古屋市、半田市、常滑市、弥富市、豊山町、三菱重工業㈱、 

川崎重工業㈱、富士重工業㈱、東レ㈱、中部航空宇宙部品生産協同組合、 

(社)中部経済連合会、名古屋商工会議所、国立大学法人名古屋大学、 

(社)中部航空宇宙技術センター     １県５市町はじめ１５団体 

◎ 平成２３年９月２２日 第２回協議会 

春日井市、小牧市、飛島村、名古屋港管理組合、岐阜県、各務原市、 

中部国際空港㈱が加入         ２県９市町村はじめ２２団体 

◎ 平成２３年９月３０日 国に対する指定申請 

○ 平成２３年１２月２２日 内閣総理大臣による指定 

  １０か所（３重工関連工場およびその周辺、名古屋大学） 

◎ 平成２４年５月３０日  第４回協議会 

川崎岐阜協同組合、㈱三菱東京ＵＦＪ銀行、㈱三井住友銀行、㈱みずほ 

コーポレート銀行、㈱大垣共立銀行、㈱十六銀行、㈱商工組合中央金庫、

㈱日本政策投資銀行が加入       ２県９市町村はじめ３０団体 

◎ 平成２４年１０月１７日 協議会（書面開催） 

天龍エアロコンポーネント㈱が加入   ２県９市町村はじめ３１団体 

 

＜これまでの特区計画の認定状況＞ 

○平成２４年３月９日 

・「国際戦略総合特区設備等投資促進税制」（ボーイング 787 等量産事業） 

○平成２４年７月１３日 

・「総合特区支援利子補給金制度」（ボーイング 787 等量産事業） 

・「工場等新増設促進事業」（川崎重工業㈱岐阜工場敷地区域：各務原市） 

○平成２４年１１月３０日 

・「工場等新増設促進事業」（三菱重工業㈱大江工場周辺地区：名古屋市、

富士重工業㈱半田工場及び半田西工場敷地区域：半田市）の追加 

・「総合特区支援利子補給金制度」（関連中小企業の効率的な生産・供給体

制構築事業）の追加 

＜国際戦略総合特別区域の変更の状況＞ 

○平成２５年２月１５日 

・天龍エアロコンポーネント㈱の敷地の追加等 

 

 

２ 今回の区域拡大のポイント 

 

〔アジア№１航空宇宙産業クラスター形成特区の目指す姿〕 
研究開発から設計、製造、保守管理までの一貫体制を構築し、アジア最大・

最強の航空宇宙産業クラスターを形成し、わが国産業の成長、国際競争力強

化の一端を担っていく。 
 
〔区域拡大のねらい〕 

  特区指定当初の事業が順調に進む中、 

 ①７８７量産、国産ジェット旅客機生産をにらんだ Tier１以上のさらなる拡

充（中核的生産拠点） 

 ②Tier１を支える Tier２以下の生産拡大（中堅・中小サプライヤー群）に向

けた特区区域の拡大を図り、大手機体メーカーと中堅・中小企業サプライ

ヤーが備わるフルセットのクラスターとして、国際競争力を高めていく 

 

 

 

資料１－１ 

完成機 
メーカー 

材料・工作機械、他産業 

2 次部品・特殊加工・治工具等

(Tier２)

1 次部品・組立・加工

(Tier1) 

NCC、JAXA、産総研、大学、公設試、地方公共団体等 

① 中核的生産拠点の拡充 

既存の大手機体メーカーの工場に加え

・県営名古屋空港周辺地区 

・三菱重工岩塚地区 を追加 

② 中堅・中小サプライヤー群の追加 
テクノプラザ、空港島に加え 

・中堅・中小企業 約 80 か所を追加 

○特区区域は全体で９１地区 

○愛知、岐阜、三重の３７市町村

にわたる航空宇宙産業のフル

セットのクラスターを形成 


